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【地すべり事業】 

事 業 名 県 意 見 

 

甚之助谷地区直轄地す

べり対策事業 

 

 日本最大級規模で全国的にもまれな高山地の甚之助谷

地すべりは、既設砂防えん堤群を含んだ土塊の移動が未

だ止まっておらず、急激に滑動した場合には、天然ダム

の形成、決壊により下流域に甚大な被害を及ぼす危険性

が極めて高い。 

 

 保全対象として、直下流に白峰地区などの人家密集地

及び福井県を結ぶ重要交通路である国道１５７号が存在

し、さらに石川県の治水・利水上において最重要の手取

川ダムが控えているほか、当該地区には白山登山のメイ

ンルートである砂防新道もある。 

 

 これら県民の生命・財産を守るためには、高度の技術

による広範囲の対策が必要なことから、引き続き国直轄

事業として、コスト縮減に努めつつ継続し、早期完成に

向け着実に整備を進めていただきたい。 
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